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  1.研究の背景 

近年「推し」というワードをよく耳にする。古くから日本

には「贔屓」や「おたく」「マニア」「ファン」といった言

葉が存在するが，現在使われる「推し」には，それらには置

き換えられない何かがあると感じる。 
しかし，私たちが「推し」という言葉を使う反面，いまだ

に「推し」とは何なのかという疑問は残っている。他に似た

ような言葉があるにもかかわらず，今の日本で「推し」が使

われるのはなぜなのかに疑問を抱き，これを明らかにしたい

と考えた。 
 

2.「推し」について 

『名鏡国語辞典』には「推し」は「特に引き立てて応援し

ている人や物。お気に入り。」と記述されている。 
「推し」という言葉は， 2000 年前後女性アイドルが好

きな男性たちの間で頻繁に使われていた。「推し」が生まれ

た当時は，AKB48 選抜総選挙の，「推し」に投票するという

システムが，「推し＝投資」の概念を印象付けていた。 
しかし，第 4 回 AKB48 選抜総選挙が地上波で放送された

ことをきっかけに，「推し」という表現は大衆化されること

になる 1)。メディアが「誰を推すか」に注目し始め，「推し

＝好きなもの」としてインタビューを行うこともあり，「推

し」はアイドルに限らない「好きなもの」として，再定義さ

れた。 
 

3.「推し」の現状 

3-1 「推し」の派生語 

 「推し」から生まれた派生語と，その使われ方を見ること

で，現在の「推し」にはどのような特徴があるのかを捉えて

いく。 

一つ目は，「推しが尊い」という表現である。私たちは，

「推し」に理想の姿でいることを求めており，プライベート

を見ないことや実際触れ合えないなど，「推し」と私たちの

間には，見えない壁が立ち，一定の距離が生まれている。 

 二つ目は，SNS でよく見かける「推し被り×」の表現で

ある。私たちは「推し」から「ときめき」を得ており，この

「ときめき」は模擬恋愛の要素となり，こうした恋愛感覚が

「推し被り×」の心理を生み出している要因の一つと言える。 

 三つ目は，「二推し，全推し」という表現である。「推し」

は複数人いても良いことがわかる。 

 四つ目は，「推し変」という表現である。アイドルが「推

し変しないでください。」と伝えることは珍しくない。「推す

側」だけでなく「推される側」も自身を消費して生活してお

り，現在両者の関係は，水平関係になっているといえる。 

 五つ目は「推し活」という表現である。「推し活」には，

「推し」の誕生会の開催や，グッズ作成などが挙げられる。

「推し」が与えてくれる CD や DVD だけでなく，自ら「推

し」の空間を作るなど、能動的に活動することが現在の「推

し活」である。 

3-2 「推し」と育成 

 現在の日本は，第 4 次韓流ブームにあたるが，これに応じ

てアイドルのオーディション番組が増えている。オーディシ

ョン番組では，各ラウンドへ向けての過程の中で生じる葛藤

にフォーカスがあてられる。久保は「オーディション番組や

アイドルや役者に課題を与えて結果をジャッジするような企

画や番組は，彼らを育てている感覚を視聴者が模擬体験でき

る」2)という。 
 また，現在の育成ゲームのキャラクターは，細かいプロフ

ィールをもって設定されている。ストーリー展開はいくつも

あり，プレイヤーが進めていくことで，どのような結果にな

るかわからない。このように，2 次元のキャラクターでも，

育成感覚を楽しむことができる。 

3-3 「推し」と社会 

 私たちは，何度も「推しに救われた」経験をしている。そ

れは，「推し」に直接救われたのではなく，「推し」を通して，

本来自分の中にあった何かが引き出されるという経験である。 

 また，「推し」がいると，ただの赤い食器だったものが，

「推し」カラーの食器に変化し，意味のある食器としてより

大切に扱うようになるだろう。社会が彩られるためにも，モ

ノに意味をつける「推し」は大切な存在であるといえる。 

 

4.「推し」と「オタク」 

 現在の「推し」に対しての感情や，誰かを応援する人たち

は，今まで「オタク」と呼ばれてきた。しかし現在，「推し

はいるけどオタクではない」という意見を持つ人がいる。

「推し」と「オタク」の違いについて明らかにする必要があ

るだろう。 

4-1 意味と誕生 

 「オタク」とは，『広辞苑』には「特定の分野・物事にし

か関心がなく，その事には異常なほどくわしいが，社会的な

常識には欠ける人。」と記載されている。 

 「オタク」という表現は，1983 年に中森明夫によって初
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めて用いられた。中森は，コミケに集まる人々を異様な集団

と捉え「おたく」と名付けた 3)。また，1989 年に起きた宮

崎勤の埼玉連続幼女誘拐殺人事件は，「おたく」がネガティ

ブなカテゴリーであることを決定づけた。 

4-2 変容

2000 年前後，自身が「おたく」である専門家たちが，「オ

タク」を肯定的なカテゴリーとして主張するようになり，

「オタク」は安心できる居場所と捉えられるようになった。

SMAP の『世界に一つだけの花』は，当時の人々に個性的

であることを強要されるようになり，多くの人は「オタク」

に憧れを抱くようになる。「オタク」になることがゴールの

人が増えたことで，「にわかオタク」が増えるようになった。

しかし，「それくらいでオタクって言わないでほしい」と

いうような，「オタク」から「にわかオタク」への批判は広

がり，気軽に「オタクです」とは名乗れなくなった。 

「おたく」と「オタク」を使い分けたが，平仮名表記の

「おたく」と片仮名表記の「オタク」の変容は，「「文化大革

命」以降のヒエラルキーの「上位」にこの階級はリセットさ

れた」4)と指摘されている。 

5.「推し」が選ばれた

5-1 「ファン」「マニア」

「オタク」が使えないならば，他の言葉を探す必要がある。

「オタク」と同類とされる「ファン」「マニア」は，図１

のように位置づけられる。それぞれ違う性質を持つため，

「オタク」の代わりに「ファン」や「マニア」が使えるわけ

ではないことがわかる。 

5-2 「贔屓」「担当」

「オタク」「ファン」「マニア」が私たち「推す側」の表現

に対して，「推し」「贔屓」「担当」とは「推される側」の表

現である。 

 「贔屓」は現在，歌舞伎や宝塚歌劇が好きな人が使うが，

多くお金を払ったほうがより前の席に座ることができるなど，

金銭との繋がりが深い言葉である。同じ金額を払うが，全て

運で席が決まるアイドルのライブとは，大きく異なってくる。 

 「担当」も古くから使われているが，ジャニーズが好きな

人が使う言葉として確立しているため，俳優やユーチューバ

ーには使いにくく感じる。 

AKB48 が有名になったことをきっかけに，「ただ好きなも

の」として確立した「推し」という表現が，誰でも使いやす

く，自分の個性を主張するのに適切だったため，選ばれたの

だろう。 

6.結果および考察

本稿では「推し」という言葉が選ばれた理由を考えた。

現在，自分が「どこに属しているか」の個性よりも，「誰

が好きか」の個性を重要とするようになったと感じる。どの

「オタク」に属しているかよりも，誰を「推している」のか

が，現在の個性の主張なのかもしれない。また，私たちの活

動が能動的に変化していることを考えれば，能動的な意味が

含まれる「推し(ている)」という言葉を使うほうが，当ては

まるともいえる。 

 そして，私たちは「推し」という言葉を使うことによって，

「感情を共有する」というコミュニケーションを可能にして

いる(図 2)。誰かに支えられ，誰かと模擬恋愛し，誰かを育

成している感覚は，「推し」の対象が違えども共感すること

ができ，ファンコミュニティを広げることができる。 

メディアが注目を集めるためにも，私たちの個性を大切に

するためにも，そして，私たちがもっと趣味の輪を広げるた

めにも，「推し」という言葉は，現在の私たちに必要不可欠

な言葉なのである。 
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図 1 「ファン」「マニア」「オタク」の位置

筆者作成 図 2 新しく可能になったコミュニケーション 
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(イラスト; https://tyoudoii-illust.com/7495/)
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